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生
活
の
一
部
に
し
よ
う
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議

轟

火
の
点
検

構累＝
測隔騰

ヒぽゆは　
聯騨鎧

勲．
夘

ぎ驚恥、．愉
　　　雛　難醗議盈

督グ

鰍

【一｝～．．繭離験

曜二，　㎝ア〆ゼ
麹編＿＿轟＿気
齢　 ．、・心

鞠
鰺

瀞
諜
、

蝸
　
火
災
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
こ
と
し

も
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
十
一
月
二

十
六
日
よ
り
、
全
国
い
っ
せ
い
に
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
火
災
は
、
常
に
身
近
に
発
生
す
る

危
険
を
も
つ
災
害
で
す
が
、
と
く
に

密
集
し
た
市
街
地
で
は
、
ひ
と
た
び

火
災
が
発
生
す
る
と
、
大
き
く
燃
え

広
が
り
、
多
量
の
有
毒
煙
な
ど
に
よ

っ
て
、
尊
い
人
命
ま
で
を
も
失
い
か

ね
ま

芝

。秋季火災予防運動

11月26日～12月2日

　
昨
年
の
当
市
の
火
災
発
生
件
数
は

二
十
六
件
で
し
た
が
、
本
年
は
九
月

現
在
で
、
十
八
件
と
昨
年
同
期
に
比

較
し
て
大
巾
に
減
少
し
て
は
お
り
ま

す
が
、
な
お
一
層
火
の
始
末
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　
次
の
事
項
を
守
り
、
火
災
を
最
少

限
に
お
さ
え
る
よ
う
に
、
皆
ん
な
で

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▼
家
庭
に
お
け
る
安
全
点
検

①
暖
房
器
具
の
安
全
点
検
の
実
施

②
　
老
人
、
幼
児
、
病
人
の
就
寝
場

　
所
の
点
検

③
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
、
寝
た
ば

　
こ
の
防
止

④
消
火
用
具
の
準
備

▼
職
場
に
お
け
る
防
火
点
検

①
指
定
場
所
に
お
け
る
喫
煙
の
徹

　
底

②
火
気
使
用
場
所
の
整
理
整
と
ん

③
　
通
報
連
絡
の
徹
底

④
　
消
火
設
備
の
使
用
方
法
の
習
熟

⑤
　
避
難
径
路
の
確
認

▼
百
貨
店
、
旅
館
、
病
院
、
複
合
用

　
途
防
火
対
象
物
な
ど
の
避
難
態
勢

　
の
確
保
及
び
消
防
用
設
備
の
保
守

　
　
避
難
経
路
の
案
内

　
　
避
難
誘
導
の
徹
底

　
　
避
難
路
の
確
保

　
　
避
難
訓
練
の
実
施

　
　
消
防
用
設
備
等
の
維
持
点
検
の

　
実
施

　
秋
季
消
防
演
習
日
程

①②③④⑤

月
　
　
日

団
　
　
名

場
所

“
ガ
ス
の
安
全
な
取
り
扱
い
”

　
L
P
ガ
ス
は
、
家
庭
燃
料
の
王
座

を
占
め
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
反
面

災
害
事
故
も
多
く
発
生
し
て
お
り
ま

す
。
さ
い
わ
い
自
石
市
に
お
い
て
L

P
ガ
ス
に
よ
る
事
故
は
発
生
し
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
火
災
予
防
運
動
に
因

み
、
L
P
ガ
ス
の
安
全
な
取
り
扱
い

に
つ
い
て
考
え
て
見
ま
し
ょ
う

　
火
災
の
原
因
の
多
く
は
、
L
P
ガ

ス
の
性
質
を
知
ら
な
い
た
め
に
、
取

り
扱
い
の
誤
り
に
よ
る
事
故
が
発
生

し
た
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
や

日
常
の
点
検
の
不
備
に
よ
る
器
具
の

不
良
な
ど
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す

▼
」
P
ガ
ス
が
も
れ
た
時
の
処
置

①
付
近
の
火
気
を
消
し
、
一
切
の

　
火
気
を
近
づ
け
な
い
こ
と

②
元
バ
ル
プ
お
よ
び
ボ
ン
ベ
の
バ

　
ル
プ
を
閉
め
る
こ
と

③
窓
お
よ
び
扉
を
開
け
て
風
通
し

　
を
良
く
し
、
も
れ
た
ガ
ス
の
に
お

　
い
が
床
面
か
ら
な
く
な
る
ま
で
放

　
出
す
る
こ
と

▼
点
検
は
お
こ
た
り
な
く

①
ガ
ス
も
れ
の
有
無
を
、
に
お
い

　
な
ど
で
た
し
か
め
る

②
燃
焼
器
具
付
近
に
は
、
可
燃
物

（2）

　
　
　
　
　
　
越
河
分
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
河
小

　
11
月
3
日

新千円札（伊藤博文）の登場（昭和38年11月1日）

㌔
～
、

、
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解解解解解解解解即解解解解解岬岬寧解街の話題鐸解解解岬解解解解岬解解解解解解解解

　　　黙白石川に
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○
禁
伐
木

⑦・
愛
林
の
碑

白
石
市
史
編
纂
委
員

　
数
個
の
古
墳
も
あ
り
臼
石
市
の
う

ち
で
も
割
合
早
く
開
け
た
旧
大
鷹
沢

村
は
、
大
町
・
鷹
巣
（
村
の
東
半
分

）
・
三
沢
の
三
力
村
が
明
治
二
十
二

年
に
合
併
し
た
村
で
あ
る
。
歴
史
時

代
の
南
北
朝
時
代
に
は
、
南
朝
方
の

北
畠
顕
信
（
顕
家
の
弟
で
陸
奥
介
鎮

守
府
将
軍
）
が
多
賀
城
に
あ
る
国
府

を
奪
回
し
よ
う
と
し
て
果
さ
ず
、
正

平
七
年
（
一
三
五
二
）
二
月
些
一
．
沢

城
に
た
て
こ
も
っ
た
こ
と
は
、
あ
ま

り
世
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。
山
麓
の

大
聖
寺
は
一
三
二
四
年
の
創
建
で
、

寺
の
住
僧
は
南
朝
方
の
連
絡
の
衡
に

あ
た
っ
た
と
言
う
。

　
旧
大
町
村
の
大
町
館
も
文
正
．
兀
年

（
一
四
六
六
）
に
は
、
築
城
さ
れ
て

い
た
ら
し
く
、
塔
之
入
屋
敷
の
大
野

総
本
家
の
出
雲
は
刈
田
伊
具
五
力
村

の
租
税
取
立
役
を
館
主
か
ら
命
ぜ
ら

れ
て
い
た
と
「
風
土
記
書
上
一
に
記

さ
れ
て
い
る
。
附
近
に
今
な
お
五
丁

目
・
寺
小
路
・
番
丁
・
門
前
な
ど
の

地
名
が
残
っ
て
お
り
、
四
．
五
〇
年
も

前
、
村
高
（
田
畑
の
税
金
）
が
多
か

っ
た
事
な
ど
、
早
く
か
ら
開
け
て
い

た
証
左
で
あ
る
。
宮
城
野
・
信
夫
の

「
孝
子
堂
」
、
最
近
で
は
歌
入
観
音

経
で
知
ら
れ
る
「
小
菅
地
蔵
尊
」
は

よ
く
人
に
知
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
飯
　
沼
　
寅
　
治

　
表
紙
写
真
の
石
碑
は
、
大
町
の
通

称
若
林
（
弁
天
沼
）
に
元
治
元
年
（

一
八
六
四
）
肝
入
大
野
治
左
衛
門
（

出
雲
の
チ
孫
）
や
村
役
人
が
建
て
た

も
の
で
、
撰
文
は
満
蔵
院
有
祐
、
書

は
片
倉
家
の
家
老
小
島
宜
次
の
予
に

な
る
も
の
で
あ
る
。
題
し
て
「
禁
伐

木
碑
」
と
あ
り
、
　
「
君
家
安
穏
、
上

下
和
睦
、
五
穀
成
就
、
家
家
富
貴
、

繁
昌
用
水
」
の
た
め
、
　
「
北
は
居
久

根
境
、
東
は
耳
取
峰
通
り
、
南
は
金

山
道
境
ま
で
」
の
森
林
を
よ
く
手
入

し
後
代
ま
で
「
伐
木
を
禁
ず
る
］
と

記
し
て
あ
る
。
こ
の
自
然
保
護
、
愛

林
の
思
想
は
、
大
鷹
沢
の
伝
統
と
し

て
明
治
以
後
も
代
々
の
村
長
を
初
め

村
民
の
誰
も
彼
も
に
脈
々
と
し
て
伝

わ
り
、
特
に
大
旺
十
一
年
に
就
任
し

た
第
十
三
代
志
村
留
五
郎
村
長
は
、

毛
無
山
に
一
二
〇
診
の
官
行
造
林
を

行
う
な
ど
の
実
績
を
あ
げ
て
地
区
民

か
ら
深
く
敬
慕
さ
れ
た
。
今
、
大
鷹

沢
小
学
校
に
あ
る
同
翁
の
頗
徳
碑
は
、

村
民
に
愛
林
の
教
を
垂
れ
て
い
る
。

　
戦
後
、
大
鷹
沢
小
中
学
校
が
そ
ろ

「人は右・車は左」の対面交通を実施（昭和24年11月1日

継
講
騨
雛
團

あ
る
と
痛
感
さ
れ
る
わ
け
で
ぬ
る
。
　
3
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鞭
蝿
謬

儒律

　
難

　
　
　
　
　
　
、
ー
轟
，

　駒
、

，
態
．

　、
｝

懸
緬

野
．

辱

～
　
　
翫
．
．
－

鰐

冒
p
蟹

霧
饗
．

3
乍
拶璽』

鵜

　
簸
腰講

　
駄
　
呂

　
　
鰍
　
筋

　
㎜野

強
難

融
㌔
デ
〉
、

〆聯

勲
駄嬢

．

織，．、謡
、

白
石
市
民
体
育
大
会

　
　
　
　
　
　
　
熱
戦
爆
笑
の
う

　
朝
、
晩
仕
事
の
あ
い
間
を
み
て
、

練
習
を
重
ね
体
育
大
会
に
参
加
し
た

市
民
の
み
な
さ
ん
を
祝
福
す
る
か
の

よ
う
な
秋
晴
れ
の
体
育
日
和
。

　
十
月
十
日
体
育
の
日
、
昭
和
四
年

に
初
ま
っ
て
、
今
年
で
四
十
六
回
を

迎
え
た
自
石
市
民
体
育
大
会
が
、
白

石
市
体
育
協
会
主
催
の
も
と
に
、
臼

石
第
二
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て

9

耀

襲

毒穐

ち
に

重

．
撫

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
統
あ
る
自
石
市
民
体
育
大
会
に
お
い

参
加
し
た
選
手
と
応
援
団
約
五
千
名
。
て
、
ス
ポ
ー
ツ
及
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ

　
午
前
九
時
花
火
の
合
図
に
、
二
年

連
続
優
勝
チ
ー
ム
本
郷
第
三
地
区
選

手
を
先
頭
に
、
各
地
区
そ
れ
ぞ
れ
趣

向
を
こ
ら
し
た
選
手
団
の
入
場
行
進

が
堂
々
と
行
わ
れ
た
。

　
朝
倉
大
会
々
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
．
麻
生
白
石
市
長
の
「
本
日
の
伝

ヨ
ン
を
通
じ
て
、
日
頃
の
腕
を
競
う

と
共
に
、
市
民
同
志
の
親
睦
の
輪
を

一
層
広
げ
、
健
康
で
明
る
い
白
石
市

の
発
展
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
」
と
力

強
い
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
体
育
大
会

連
続
二
十
二
回
連
続
出
場
の
尾
形
繁

治
選
手
の
選
手
宣
誓
が
会
場
一
ぱ
い

堂々の入場式　　　　　　　　右下　可愛いいひかり幼稚園児
大きい口をあけてパン食い競走左下　仲良く、おしどり競走

上
中

右
右ぎ

協
翼

、

ザ
へ

》義

諦
灘湿嚢耀灘

雛
年

ご、

，

転

㌧㎡
　
　
－
溜
琴
薮
簡
謬

轟
婁

　
　
撫
猛
黛
・

さ
、
霧
）
鐸
「

欝
蕪
解
齢

野
r

（41
匡璽1湯川博士に日本人初のノーベル賞受賞（昭和24年11月3日）
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に
ひ
び
き
ま
し
た
。

　
白
石
第
一
小
、
第
二
小
児
童
の
整

然
と
し
た
マ
ス
ゲ
ー
ム
、
続
い
て
パ

ン
食
い
競
走
が
行
わ
れ
、
男
女
百
数

十
名
が
参
加
、
と
び
入
れ
参
加
も
あ

り
準
備
係
は
大
慌
て
の
一
幕
も
あ
っ

た
。

　
自
石
幼
稚
園
、
ひ
か
り
幼
稚
園
、

め
ぐ
み
幼
稚
園
、
東
・
南
・
西
保
育

園
の
可
愛
い
い
園
児
八
百
名
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
制
服
に
会
場
は
一
斉
に
花

が
咲
い
た
よ
う
に
、
明
る
く
な
ご
や

か
な
雰
囲
気
に
な
る
。

　
地
区
対
抗
競
技
へ
の
声
援
は
、
も

　
　
　
　
　
亡
鴬
吋
華
　
　
　
　
継

　
　
　
　
　
漁
　
　
　
　
　
　
麟

　
　
　
　
繍
　
　
・
－
　
麟
璽

　
　
　
　
藤

粛軸’撫

の
す
ご
く
何
時
も
お
し
と
や
か
な
女

性
の
方
々
も
、
今
日
ば
か
り
は
、
黄

色
い
声
を
は
り
あ
げ
て
声
援
を
お
く

る
。
ま
た
地
区
役
員
の
方
は
、
忙
が

し
い
中
に
も
気
に
な
る
得
点
表
掲
示

板
近
く
に
何
度
も
足
を
運
ぶ
。

　
玉
入
競
技
に
は
、
各
地
区
代
表
の

　
力
の
入
い
る
大
一
番
、
地
区
対
抗

綱
引
に
は
、
日
頃
怪
力
を
自
慢
し
て

い
る
面
々
が
出
場
、
馬
も
顔
負
け
の

馬
力
を
出
し
た
寿
町
チ
ー
ム
が
優
勝
。

　
障
害
物
競
走
は
、
縄
飛
び
、
タ
イ

ヤ
こ
ろ
が
し
、
梯
子
く
ぐ
り
、
空
袋

に
入
っ
て
の
兎
跳
び
と
、
珍
レ
ー
ス

奥
様
方
が
出
場
〃
あ
わ
て
ず
頑
張
れ
”
に
爆
笑
の
渦
と
化
す
。

の
声
援
に
こ
た
え
て
大
奮
闘
、
声
援

す
る
お
子
さ
ん
、
お
父
さ
ん
の
ほ
う

が
汗
だ
く
、
・

　
宝
さ
が
し
、
借
物
競
走
、
民
謡
お

ど
り
、
親
子
三
代
リ
レ
ー
、
ダ
ー
ビ

ー
、
お
し
ど
り
競
走
と
つ
づ
く
、

・
恥

　
㍉
穣

縛
．

霧
舞

夷

蕩、亀

．垂

、
　
・

鋳

隻

　
終
日
好
天
に
恵
ま
れ
た
、
市
民
体

育
大
会
に
好
レ
ー
ス
、
珍
レ
ー
ス
に
、

黄
色
い
声
援
あ
り
の
楽
し
い
体
育
の

日
で
あ
っ
た
。

藩蜜
「
臨
　
　
　
｝
－
　
　
　
駕

』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
融

、

ず

糧脚

　
集

i
難

ノ

ヒ
嵐
、
、

、
　
　
冒

翼

ツ
、

醗一

く

∂

か
薙蜘

沖
寒
警熱

無
蹄
’

も
、

噸

講
聾
騨

。
4
、

焦
婁

臼
噺

隻

響饗

穫
　
〆

∫

麟
難

婁
罫
．
、

呂

♂
‘

ガ
喚、

［
蓋

霧

黄色い声援

思うように入らない玉入れ
下
右

上　年代リレースタート

中大一番〃網引き

圃お年玉っき年賀はがき登場（昭和124年11月15日15）
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大鷹沢中学校

3年佐藤正和君

の作品です

勘葱鞠ぺ一ジ

●
こ
の
ペ
ー
ジ
は
み
な
さ
ん
が
主
役
で
す
。
あ
な
た
の
意
見
や
戸
を
お
送
り
く
だ
さ
い

国
民
年
金
制
度
と
は

　
職
に
つ
い
て
お
り
ま
し
た

が
、
家
庭
の
事
情
が
あ
っ
て

退
職
い
た
し
ま
し
た
。

　
国
民
年
金
に
加
入
す
れ
ば

良
い
の
か
、
ま
た
国
民
年
金

と
は
、
ど
の
様
な
制
度
な
の

か
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
わ

か
り
易
く
、
ご
説
明
し
て
い

た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
（
白
石
新
舘
　
佐
藤
恵
利
子
）

　
ご
質
間
の
あ
り
ま
し
た
、

国
民
年
金
は
、
国
民
の
す
べ

て
が
安
心
し
て
老
後
を
過
ご

す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
、

二
十
歳
か
ら
六
十
歳
未
満
の

人
が
、
国
民
年
金
に
加
入
す

る
こ
と
に
、
法
律
で
き
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
国
民
一
人
の
こ
ら

ず
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

配
慮
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
長
い
人
生
の
中
に
、
会
社

や
役
所
へ
勤
め
る
な
ど
職
業

に
も
移
り
変
わ
り
が
あ
る
の

で
、
こ
の
変
化
に
対
応
し
て
国
民
年

金
に
加
入
し
た
り
、
ま
た
勤
め
て
お

る
間
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
必

要
が
あ
り
ま
せ
ん
、
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
を
脱
退
し
た
ら
、
す
ぐ
国
民
年
金

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
保
険
料
を
忘
れ
ず

　
　
　
納
め
ま
し
ょ
う

　
国
民
年
金
は
、
加
入
し
た
だ
け
で

は
年
金
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
り
、
怠

っ
た
り
し
ま
す
と
、
せ
っ
か
く
の
給

付
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
保
険
料
は
忘
れ
ず
に
キ
チ
ン
と

納
め
ま
し
ょ
う
。

　
保
険
料
の
額

　
来
年
一
月
か
ら
保
険
料
の
額
が
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
福
祉
の

向
上
、
年
金
支
給
額
の
引
き
上
げ
に

伴
ケ
も
の
で
保
険
料
の
額
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◎
定
額
保
険
料

　
　
月
額
一
千
一
百
円

　
　
　
　
（
現
行
月
九
百
円
）

◎
　
附
加
保
険
料

　
　
月
額
四
百
円
（
現
行
同
額
）

　
七
つ
の
年
金
給
付

　
国
民
年
金
へ
加
入
す
れ
ば
、
老
後

は
も
と
よ
り
、
長
い
人
生
の
ど
こ
か

で
所
得
が
減
っ
た
り
、
失
く
な
っ
た

り
し
た
と
き
、
そ
れ
を
補
っ
て
く
れ

る
七
種
類
の
給
付
が
あ
り
ま
す
。

　
老
令
年
金

　
保
険
料
を
二
十
五
年
以
上
納
め
た

人
が
、
六
十
五
才
に
な
っ
た
と
き
か

ら
受
け
ら
れ
る
年
金
で
、
月
二
万
八

千
二
百
二
十
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
通
算
老
令
年
金

　
勤
め
た
り
自
営
し
た
り
し
た
人
た

ち
の
年
金
の
権
利
を
守
る
た
め
、
他

の
公
的
年
金
の
加
入
期
間
と
国
民
年

金
の
加
入
期
間
を
合
算
し
て
二
十
五

年
以
上
、
保
険
料
を
納
め
た
人
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
加
入
期
間
に
見
合
っ
た

年
金
を
通
算
し
て
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
障
害
年
金

　
保
険
料
が
引
き
続
き
一
年
以
上
納

め
て
い
る
人
が
、
病
気
や
ケ
ガ
で
、

体
が
不
自
由
に
な
っ
た
と
き
支
給
さ

れ
る
も
の
で
す
。

一
級
月
額
二
万
九
千
　
二
十
五
円

二
級
月
額
二
万
三
千
二
百
二
十
円

母
子
年
金

保
険
料
を
引
き
続
い
て
一
年
以
上
、
加
算
に
な
り
ま
す
。

納
め
て
い
る
妻
が
、
夫
に
死
亡
さ
れ

十
八
才
未
満
の
子
と
暮
し
て
い
る
と

き
受
け
ら
れ
る
年
金
で
す
。

　
月
額
　
二
万
三
千
二
百
二
十
円

　
子
供
が
二
人
以
上
の
と
き
は
、
第

二
子
が
八
百
円
、
第
三
子
か
ら
四
百

円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
準
母
子
年
金

　
保
険
料
を
引
き
続
い
て
一
年
以
上

納
め
て
い
る
祖
母
か
姉
が
、
生
計
中

心
者
の
男
子
に
死
な
れ
、
十
八
才
未

満
の
孫
や
弟
妹
と
一
緒
に
い
る
と
き

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
支
給
額
は
母
子
年
金
と
同
額

　
遺
児
年
金

　
保
険
料
を
引
き
続
い
て
一
年
以
上

納
め
て
い
た
父
か
母
が
死
亡
し
て
、

孤
児
に
な
っ
た
と
き
、
そ
の
子
た
ち

が
十
八
才
に
な
る
ま
で
支
給
さ
れ
ま

す
。

　
月
額
　
二
万
三
千
二
百
二
十
円

　
子
供
が
二
人
以
上
の
と
き
第
二
子

が
八
百
円
、
第
三
子
か
ら
四
百
円
が

　　　　　　し’

　　　　　ま

田

〔6〕

寡
婦
年
金

　
老
令
年
金
を
受
け
る
資
格
期
間
を

満
た
し
た
夫
が
、
年
金
を
受
け
ず
に

死
亡
し
た
と
き
、
妻
が
六
十
才
か
ら

六
十
四
才
ま
で
の
間
受
け
ら
れ
る
年

金
で
す
。

　
支
給
額
は
、
夫
が
受
け
る
は
ず
の

老
令
年
金
の
半
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
死
亡
　
一
　
時
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
則

　
保
険
料
を
三
年
以
上
納
め
た
人
が
、
9

年
金
を
受
け
ず
に
死
亡
し
た
と
き
、
　
月

そ
の
人
の
遺
族
に
支
給
さ
れ
る
一
時
璃

金
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
治

　
物
価
が
上
が
れ
ば
　
　
　
　
　
　
　
明

　
　
年
金
額
も
上
が
る
　
　
　
　
　
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上

　
国
民
年
金
は
、
国
民
の
生
活
水
準
　
値

な
ど
の
変
動
に
応
じ
て
、
五
年
に
一
　
倍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
干

度
は
、
年
金
水
準
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
は
か
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
　
で
．

　
ま
た
、
消
費
者
物
価
指
数
が
五
％
　
麻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

以
上
、
上
が
り
下
が
り
し
た
と
き
に
　
ー

は
、
年
金
の
額
が
上
下
す
る
物
価
ス
　
売

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発

ラ
イ
ド
制
を
採
り
入
れ
て
い
ま
す
か
　
き

ら
、
安
心
で
す
。
今
年
度
は
こ
の
物
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

価
ス
ラ
イ
ド
に
よ
っ
て
、
年
金
額
が
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
便

十
六
”
一
％
も
あ
が
り
ま
し
た
。
郵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

加
入
申
込
み
は
　
　
　
　
　
　
初

臨
灘
諦
灘
團
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おしらせ

σσσσ◇くΣ◎σqqくΣσσ◇σΩづ
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◇登　　　　 G　φ　◇　　　　σ
ΩΩ◇○Ω◇qQ◇σσく＞◇登く》σ◇

川にごみを投げないで

δσσく＞qσα◇◇qδΩ◇oσ◇σ
Q　　　　　　σ　σ　くΣ　く匠　σくΣ

Q　　　　 ◇　σ　　　　◇9
σσσQく＞αqσ○σΩΩσσ◇σ、◎

お
し
ら
せ

　先月19日から21日まで、用水路

の川干を行いましたところ、市民

の皆様のご協力により、川もきれ

いになりました。

　川に家庭から出るごみを捨てる

ため、下流々域の方は大変迷惑し

ております。

　ごみは集収日に集収場所へ出し

て、川に捨てないようご協力くだ

さい。

’肖費生活展

　　　　　　｝あなたもどうそ

不用品活用会

δΩqσσΩqΩΩΩ◇◇φ
Ω　　　ασづ◇Ω　　　o
受◇　　　σoqΩ登　　◇◇
翰◇く＞σqρΩσσqQq◇

行政相談

11月19日午前9時から午後3時

まで、市民会館において、不用品

を再利用するため、消費生活展の

不用品活用会を行います。

　市民の皆さんの出品をお願いい

たします。

　11月9日　午後1時から3時ま

で、市役所正面玄関脇市民相談室

でご相談に応じております。

　　相談員　　小関利雄

　　相談員　　鈴木　勇

定期生活相談

止まります待ちます

　　車のきれるまで

愛の献血に　ご協力を

お
　
し
　
ら
　
せ

　大鷹沢・白川地区のみなさん、

献血車「いずみ号」がまいります

　ご家族やご自身のため「愛の献

血」にご協力ください。

》　とき　11月17日（日曜日）

》　ところ

　大鷹沢出張所9，00～12．00

　　犬卒都婆集会所13．00～16，00

　　白川公民館14．40～16．00

〉　16才～64才の方で、当日会場

　　で血圧、比重等検査の上で採

　血します。

》　お申込みは、各出張所または

　行政区長にお願いします。

〉　協賛団体の方は、その団体の

　指示により出品してください。

　　婦人会、民生委員婦人部、更

　生婦人会、青年会議所、青年団

〉　一般の方は、消費者の佐藤会

　長宅（堂場前25）又は、最寄の

　消費者の会員にお届けください

〉　出品物は11月10日までに、お

　出しください。

〉　くわしくは、｛蟻会長宅（⑥

2816）又は、相談員（⑤2680）

　におたずねください。

黙白石高等技術専門学校“

“白石市鷹の巣字本木山粘

　T　E　L　⑤一2444

老人福祉センター

道
吟
棋
道
吟
棋

茶
詩
将
茶
詩
将

花
曲
道
花
曲
道

生
謡
書
生
謡
書

月6日盆栽
　8日　民謡

　12日　囲碁

　19日　盆栽

　22日　民謡

　27日　囲碁

　技能尊重月間にちなみ、技術講

座を行います。

①自動車の整備教室

とき　11月17日（日曜日）

　　　9，30～　15，00

対象　運転免許所持者

②ブロック積み教室

　11月5日、15日、25日午前10時

から12時まで、市役所第2会議室

でご相談に応じております。お気

軽にご相談ください。

社会保険相談

　各種の厚生年金や、国民年金等

について、11月22日　午前10時か

ら午後3時まで、白石商工会議所

においてご相談に応じております

　当日、仙台社会保険事務所の係

員がまいります。お気軽にご相談

ください。

高令者職業

紹介相談

　11月5日と19日、午前10時から

午後2時まで、市役所内福祉事務

所でご相談に応じております。

今月の補聴器
　　とき　11月17日　　（日日翌日）

　　対象　どなたでもよい

　※　申込み方法

　希望者は、ハガキに住所、氏名

年令、電話番号を記入の上、希望

講座を選んで、11月14日まで申込

みください。また電話でもよろし

いです。

巡回サービス

　11月8日午前10時から午後3時

まで、市役所内　福祉事務所にお

いて、補聴器の巡回サービスを実

施いたします。お気軽にご利用く

ださい。

国白瀬中尉南極探検の腱に上る（日月治43年11月29日（7〕
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　　　　　お　し

…偽康
ら　せ

月　日

11．5

5

5

6

6

7

8

8

8

11

12

13

14

15

17

18

20

21

25

26

27

27

28

行事内容
ボ　　リ　　オ

健康相談日

健康相談日

健康相談日

健康相談日
3カ月児検診

ポ　　リ　　オ

健康相談日

健康相談日
保健栄養講習会

妊　婦　相　談

12カ月児検診

3カ月児検診
高令者の健康講座

献血

三混（ジフテリヤ’百
　　日咳・破傷風）

健康相談日
6カ月児検診

三混（ジフテリヤ’百
　　日咳・破傷風）

3才6カ月児検診

健康相談日
保健栄養講習会

6カ月児検診

カレ彰タ渦一…

受付時間
13：30～14：30

9：30～12：00

13：30～15：00

9：30～12：00

9：30～12：00

13：00～13：10

13：30～14：30

9：30～12：00

13：30～15：00

9：30～2：00

13：00～13：10

13　：00～13　：　10

13：00～13：10

13：30～

13；30～14：30

9：30～12：00

13　：00～13　：10

13　：30～14　：30

12　：30～13：00

9：30～12：00

10：30～14　＝00

13　：00～13110

場　　所

市民会館
越河出張所

斎川出張所

白石市役所

白川出張所

白石保健所

市民会館

大鷹沢出張所

大平分室
越河公民館

市民会館
市民会館
白石保健所
彪人縛壮ンター

市民会館

福岡分室
市民会館

市民会館
自石保健所

小原診療所
斎川7区集会所

市民会館

対 象 者

昭和49年1月1日～6月30日の出生者

越河地区の方

斎川地区の方

白石地区の方

白川地区の方

7月1日～31日までの出生者で越河・斎川
大平・大鷹沢・臼川・福岡・小原の方

昭和48年7月1日～12月31日までの出生者
又は昭和48年6月30日以前の出生者で2回
終ってない者

大鷹沢地区の方

大平地区の方

越河地区の方

10月届出の者

昭和48年10月出生者

7月1日～31日までの出生者で白石地区民

P7をご覧ください

昭和47年6月1日～48年4月30日出生者

福岡地区の方

昭和49年5月出生者で臼石地区の方

昭和47年6月1日～48年4月30日出生者

昭和46年5月1日～31日までの出生者

小原地区の方

斎川地区の方

昭和49年5月出生者で越河・斎川・大平
大鷹沢・白川・福岡・小原地区の方

お
し
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　　　11月の休日当番医　　　　　　　勤労青少年ホーム

日　曜　 内　　　科　　外　　　科　　日本舞踊　11．18．25ギ　　タ　＿2．9．16。30

3　日柿崎医院⑤2210刈田病院⑤2145　茶道裏千家5．12，19．26民　　　　謡8．15．22．29
4　休大沼医院⑤2502宮城医院⑤2062

10　日　筥　　医院⑤2410　加藤（ガ医院⑥2653　料　　　理5・12・19・26　リボンフラワー7・14・2L28

17日水野医院⑤2735刈田病院⑤2145　華道池坊7．14．21．28社交ダンス7．14，21．28
23　祝　加藤（司医院⑤2001　朝倉病院⑤2101
24　日　引地医院⑤2036　銭谷医院⑤2010　華道小原流L8・1522　ピ　ン　ポ　ン5・7・12・14

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和　裁2．9・16．30剣　 道11．18．25
圃白石市の人・1・月・日現在9・764世帯男2…54：人女21。345入計4L399入　　（8）
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